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●プロフィールやまむら・たかよし：北海道大学観光学高等研究センター准教授。埼玉県アニメツーリズム検討委員会座長。
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アニメや漫画の舞台地が多いサブカル王国・埼玉。その魅力

を「アニメツーリズム」の専門家、山村高淑氏が紹介する。

第
釦
回
土
師
祭
の
ご
開
催
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
５
周
年
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

実
は
今
年
は
「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
５
周
年
の
ほ
か

に
、
日
本
の
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
史
に
残
る
、
感
動
的

な
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
二
つ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ

は
「
お
ね
が
い
☆
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
放
映
＆
聖
地
巡
礼

、
周
年
記
念
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
画
８
行
の
旨
～
エ
ク

レ
シ
ヤ
～
」
（
８
月
四
日
長
野
県
木
崎
湖
）
。
も
う
一

つ
は
「
夏
へ
の
扉
～
加
年
目
の
同
窓
会
」
（
８
月
犯
日

同
県
飯
島
町
）
で
す
。☆

前
者
は
、
２
０
０
２
年
１
月
～
３
月
の
『
お
ね
て
い
』

放
映
後
、
様
々
な
サ
ー
ク
ル
・
個
人
の
皆
さ
ん
が
木

崎
湖
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
が
進
み
ま
し
た
。
例
え
ば
叱
年
に
は
、
Ｊ
Ｒ
大
糸
線

海
ノ
ロ
駅
に
あ
る
桜
の
木
の
植
え
替
え
を
フ
ァ
ン
の
有

志
と
地
元
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
実
現
し
て
い
ま
す
。

師
年
に
は
フ
ァ
ン
有
志
と
地
元
関
係
者
が
連
携
し
て
、

作
品
の
時
代
設
定
で
あ
る
Ⅳ
年
ま
で
変
わ
ら
な
い
美

し
い
木
崎
湖
の
風
景
を
残
す
こ
と
を
目
的
に
、
清
掃

活
動
を
核
と
し
た
環
境
美
化
運
動
を
進
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
み
ず
ほ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
木
崎
湖
キ
ャ
ン
プ
場
さ
ん
や

縁
川
商
店
（
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
ニ
シ
）
さ
ん
、
ア
ル
ペ
ン
ハ

イ
ム
山
正
旅
館
さ
ん
、
星
湖
亭
さ
ん
な
ど
を
中
心
に

地
元
の
皆
さ
ん
は
フ
ァ
ン
を
暖
か
く
迎
え
続
け
て
く

れ
て
い
ま
す
。
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フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
は
里
帰
り
す
る
か
の
よ
う
に
何

度
も
木
崎
湖
を
訪
れ
、
加
年
が
経
っ
た
の
で
す
。
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
木
崎
湖
キ
ャ
ン
プ
場
を
事
務
局
に
、

地
元
の
皆
さ
ん
と
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
製
作

サ
イ
ド
の
心
が
一
つ
に
な
っ
て
（
井
出
監
督
、
井
上

喜
久
子
さ
ん
も
参
加
！
）
、
千
人
以
上
が
集
ま
っ
て
盛

り
上
が
っ
た
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

☆

後
者
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
あ
の
『
究
極
超
人
あ
～
る
』

（
１
９
９
１
年
に
○
Ｖ
Ａ
リ
リ
ー
ス
）
の
舞
台
と
な
っ
た

飯
田
線
田
切
駅
前
で
行
わ
れ
た
「
田
切
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
創
立
加
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
主
催
し
た

「
田
切
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
『
究
極
超
人
あ
～
る
』
や

飯
田
線
好
き
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
で
き
た
団
体

で
、
加
年
間
毎
年
３
回
田
切
駅
の
清
掃
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

当
日
は
、
田
切
駅
前
の
「
元
・
下
村
酒
店
」
で
活
動

の
記
録
写
真
や
資
料
が
公
開
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
が
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
同
時
に
「
田
切
駅

↓
伊
那
市
駅
言
○
日
、
旨
旨
］
の
弓
○
日
〃
轟
天
号

を
追
い
か
け
て
〃
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。
こ
ち

ら
は
伊
那
市
役
所
自
転
車
部
。
言
行
倶
楽
部
Ｒ
・
伊

那
市
の
暮
ら
し
１
０
０
年
地
域
活
性
化
推
進
委
員
会

が
主
催
。
伝
説
の
名
シ
ー
ン
を
再
現
（
？
）
す
べ
く
、

自
転
車
で
田
切
駅
か
ら
伊
那
市
駅
前
の
西
園
寺
ツ
ー

リ
ス
ト
（
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
場
所
）
ま
で
１
時
間
で

走
り
抜
け
る
と
い
う
企
画
で
し
た
。
約
帥
名
が
参
加

し
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
劇
中
に
あ
っ
た
「
Ⅳ
“
調
函
弱

の
ス
タ
ン
プ
」
を
も
ら
う
！
と
い
う
気
合
の
入
れ
よ

う
。
伊
那
市
駅
前
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
田
切
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
と
も
合
流
。
鉄
道
・
ア

ニ
メ
フ
ァ
ン
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
入
り
混
じ
る
形
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

☆

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
鷲
宮
も
木
崎
湖
も
田

切
駅
・
伊
那
市
駅
も
、
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
第
二
の

ふ
る
さ
と
。
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
ま
さ
に
里
帰
り

で
あ
り
同
窓
会
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
集
う
同
窓
会
の
メ

ン
バ
ー
の
中
に
大
好
き
な
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も

い
る
雫
：
と
い
う
感
覚
な
ん
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
、
こ
う

し
た
祭
り
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
、
そ

し
て
ア
ニ
メ
の
登
場
人
物
が
、
立
場
や
一
肩
書
き
、
次

元
の
壁
を
越
え
て
念
さ
、
一
同
に
会
し
て
旧
交
を
温

め
る
重
要
な
日
な
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
土
師

祭
は
最
大
規
模
の
お
祭
り
で
す
。

実
際
に
生
ま
れ
た
土
地
以
外
に
も
、
自
分
を
受
け

入
れ
て
く
れ
る
心
の
ふ
る
さ
と
が
あ
る
と
い
う
の
は
と

て
も
豊
か
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
し

た
第
二
の
故
郷
を
生
ん
で
く
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品

に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
土
師
祭
も
、
伝
統
的
な
祭
り
と
学
園
祭
と

同
窓
会
が
一
緒
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
な
盛
り
上
が
り

に
な
り
ま
す
こ
と
を
、
そ
し
て
ア
ニ
メ
聖
地
の
素
晴

ら
し
い
歴
史
が
ま
た
ひ
と
つ
刻
ま
れ
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
！
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